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広 報 連 絡 
＜市長定例記者会見資料＞ 

 

１ 件  名  ブルガリア国立歌劇場オペラ「トゥーランドット」の公演に

ついて 

 

２ 公演日時  平成２７年１０月２１日（水）１８：３０（開場は１７：３０） 

 

３ 公演場所  岡山シンフォニーホール 

 

４ 内  容  オペラ「トゥーランドット」の公演（詳細は別紙チラシ参照） 

 

５ 趣  旨   

岡山市は１９７２年にブルガリアのプロヴディフ市と姉妹都市縁組を  

締結していますが、ブルガリアの都市と友好協定を締結しているのは、  

本市が日本で唯一の都市です。それ以来、４０年以上に渡り、文化・芸術

をはじめ、幅広い分野で、市民の皆さんと一緒に交流を深めてきました。 

この度、「おかやま国際音楽祭２０１５」提携事業として、岡山市と   

縁の深いブルガリアの誇るブルガリア国立歌劇場オペラ「トゥーラン  

ドット」が岡山シンフォニーホールで開催されます。本公演は、良質な  

音楽や文化・芸術を鑑賞する機会を市民の皆さんに提供するため、岡山市

で上演機会の少ないオペラ公演をご覧いただく絶好の機会です。 

また、本公演に先立ち、市役所本庁舎 １階玄関ホールで、同国立歌劇場

管弦楽団の演奏家が木管五重奏による演奏を行います。 

 

６ その他の交流事業 

（１）ブルガリア国立歌劇場管弦楽団木管五重奏による市庁舎玄関ホール 

ランチタイムコンサート 

①日 時：平成２７年１０月１９日（月）（時間は別紙を参照） 

②場 所：岡山市役所本庁舎玄関ホール（ランチタイムコンサート） 

③内 容：ブルガリア国立歌劇場管弦楽団木管五重奏による演奏 



④趣 旨 

  「おかやま国際音楽祭２０１５」提携事業として、１０月２１日(水）

に岡山シンフォニーホールで開催されるオペラ「トゥーランドット」

上演のため来岡するブルガリア国立歌劇場の演奏家他が、日本で唯

一同国の都市と交流している岡山市の庁舎を訪問し、ランチタイム

に市民に演奏をプレゼントします。 

（詳細は別紙を参照） 

    

※当日１３：００～演奏家の方々が市長室へ表敬訪問をされます。 

 

７ 備  考  岡山市・プロヴディフ市の姉妹都市締結  

昭和４７（１９７２）年５月１２日 



別紙 

ブルガリア国立歌劇場管弦楽団木管五重奏による 

市庁舎玄関ホールランチタイムコンサート 概要 

 

１０月２１日（水）にブルガリア国立歌劇場オペラ「トゥーランドット」上演のため来

岡するブルガリア国立歌劇場管弦楽団の演奏家（室内楽）と同歌劇場総裁が岡山市役所を

訪問し、ランチタイムに市民に演奏をプレゼントするとともに、大森市長を表敬訪問する。 

 

【実施内容】 

①岡山市役所・玄関ホールランチタイムコンサート 

日 時：平成２７年１０月１９日（月）１２：３０～１２：５０（２０分間）予定 

場 所：岡山市役所本庁舎１階 玄関ホール  

出 演 者：ブルガリア国立歌劇場管弦楽団木管五重奏団 

演 奏 形 態：木管五重奏（５人） 

曲 目：カガワ ヒロシ作曲「日本の歌」他（予定） 

主 催 等：公益財団法人岡山シンフォニーホール、 

市民生活局文化振興課、市民協働局国際課 

 

②市長表敬訪問 

日 時：平成２７年１０月１９日（月）１３：００～１３：３０ 

場 所：岡山市役所本庁舎３階 市長室 

出 席 者：ブルガリア国立歌劇場総裁 プラーメン・カルターロフ氏 

同歌劇場管弦楽団の演奏家 

株式会社ジャパン・アーツ関係者（招聘元） 

公益財団法人岡山シンフォニーホール関係者（10/21公演主催） 

 

【 目 的 】 

ブルガリア国立歌劇場による本オペラ公演を通じて、市民に東欧の良質な音楽、  

文化・芸術を鑑賞する機会を提供するとともに、ブルガリアへの親しみを感じてもら

い、より一層国際理解の醸成と交流の深化を図るため、１０月２１日（水）に岡山   

シンフォニーホールで開催される同歌劇場によるオペラ「トゥーランドット」をＰＲ

し、市民の参加を呼びかける。 



 

ブルガリア国立歌劇場のプロフィール 

 

 1890 年、東洋と西洋の十字路に位置するブルガリア共和国に国立歌劇場が建設され、 

世界的に活躍する幾多の才能を育てる場所となった。 

 ブルガリア音楽界の中心として、アンナ・トモワ＝シントウ、ニコライ・ギャウロフ、

ゲーナ・リミトローヴァら、世界的なオペラスターを輩出し、劇場の指揮者や演出家の  

もとで、レパートリーを形成していった。 

 長い歴史の中、ブルガリア国立歌劇場は情熱と強い創造力を失わず、観客との絆を   

大切に保ち、伝統を守り、発展させている。 

 

 

 

劇場総裁・演出家プラーメン・カルターロフ氏のプロフィール 

 

 ソフィアで生まれ、ソフィア国立音楽院を卒業後、ドイツでオペラの演出を、ソフィア

の国立演劇映画アカデミーで映画の演出を、専門的に学んだ。 

 若年より演出家として頭角を現し、ソフィアでの学生時代にはブルガリア初の室内  

オペラを創設した。 

 ブルガリア国立歌劇場の総裁を務め、古典派以前から現代のミュージカルに至る幅広い

作品を、古代劇場やスタジアムでの大掛かりなプロダクションから実験的な室内楽形式 

まで様々なスタイルで演出している。 

 






